
家庭数配布    令和３年度 学校だより ９月特別号 

 

 

校 長  長谷川 恭子 

 

 ８月３０日、緊急事態宣言下で学校生活が始まりました。子供たちを迎えるにあたり、学校連絡メールでお知らせ

した様々な内容にご協力いただきまして、ありがとうございました。子供たちは今、普段とは違った形の短縮日課に

も慣れ、感染対策を意識しながらものびのびと過ごしています。また、オンライン教育の同意書のご提出にもご協力

くださり、締め切りの翌日には、全員分の同意書がそろいました。感謝の言葉しかありません。おかげで、７日火曜

日から、新型コロナウィルス感染症が心配で登校できずにいるお子さんに、オンライン授業を始めることができまし

た。今後、学級閉鎖や休校になることがあっても、子供たちへの学習保障の幅が広がります。子供たちは日々タブレ

ットを使い、スキルをどんどん上げてきています。子供の脳の柔らかさに感心します。 

 また、アンケートによる引き渡し訓練にもご協力くださり、ありがとうございました。ご意見の欄には、保護者の

皆様からの温かい励ましの言葉も多く見られ、パワーをいただきました。詳しい結果については、後日お知らせしま

す。 

 さて、本号では、今、子供たちがどのように学校の中で過ごしているのかお伝えしたいと思います。人物が確定で

きないようにぼかしているので、見にくいところもあるかと思いますがご容赦ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉市立海浜打瀬小学校 

令和３年９月１０日 

 

  

 

給食は、どのクラスも黙食が徹底しています。 図書室は、アクリル板で仕切られてい

て、みんな読書に集中しています。 

並ぶ時の目安をテープで示しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

 

 

  

先生やスクールサポートスタッフさんが、日々消毒をしています。 

オンライン授業も定着してきました。 

算数の学習で、自宅にいる友達と伝え合い

をしています 

 

１年生は、朝顔の種取りをしました。 ギガタブでそれぞれの課題に真剣に取り組んで

いるフレンド学級の子供たちです。 

６年生は総合的な学習の時間で調べたことをパワーポ

イントにまとめ、発表しました。 


